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研究成果の概要（和文）：データを用いてマクロ計量モデルを推定し、政策効果を正しく評価することは重要な
課題である。本研究では有益なマクロ計量モデルの選択に役立つ計量経済学の方法論を提案し、政策の評価に有
益な様々なマクロ動学モデルを開発し、実際のマクロデータを用いて推定した。方法論では、動学因子モデル、
動学パネルモデル、動学的確率的一般均衡（DSGE）モデル、確率トレンドモデル等の新しい評価方法や推定方法
を提案した。また、実証分析では、トレンド・サイクル分解、ニューケインジアン・フィリップス曲線の推定と
選択、情報摩擦モデル、粘着賃金開放経済モデル、2部門労働サーチモデル等の新しいモデルの開発と推定を行
った。

研究成果の概要（英文）：Estimating an appropriate macroeconometric model using the data for the 
purpose of evaluating the policy effect is an important task. In this research project, we propose 
new econometric procedures that are useful in selecting superior macroeconometric models and develop
 and estimate various macroeconomic models usable for policy evaluation. In theoretical analysis, we
 propose new evaluation and estimation methods for dynamic factor models, dynamic panel data models 
and dynamic stochastic general equilibrium (DSGE) models. In empirical analysis, we conduct 
trend-cycle decomposition, estimation and selection of New Keynesian Phillips curves, development 
and estimation of new models such as a model of information frictions, an open-economy sticky wage 
model, and a two-sector labor search model.

研究分野： マクロ経済学
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１．研究開始当初の背景 
 
現在、各国の中央銀行や国際機関において、
動学的確率的一般均衡（DSGE）モデルは短
期マクロ経済変動要因や政策波及効果を分
析する目的に広く活用されている。DSGE モ
デルは家計や企業の動学的な最適化行動式
と予算制約式の組み合わせから構築されて
おり、ミクロ経済学的基礎を持つ。このため
DSGE モデルでは名目的な硬直性、実質的な
硬直性、金融仲介機関の非効率性等、効率的
な資源配分を阻害する様々な摩擦要因を明
示的に組み込むことが可能であり、時系列デ
ータを用いて目的別にモデルを推定し、マク
ロ経済分析に役立てることができる。 
 
２．研究の目的 
 
DSGE モデルに代表される短期変動のマク
ロ経済分析で用いられる様々な動学モデル
をデータから推定する際に必要な統計的手
法を開発する。特にデータの定常性や慣性に
関する性質や線形トレンド、非線形トレンド、
確率トレンドについて事前検定や特定化検
定を考慮する。さらに動学モデルの推定およ
び複数の候補間でのモデル選択の手法を開
発する。また、それらの新しい手法を用いて
推定可能な、国内の景気循環や政策波及効果
分析に用いる閉鎖経済モデルと為替レート
や価格差の変動を通じて、地域間に経済ショ
ックが波及していくような開放経済モデル
を提案する。伝統的な名目及び実質硬直性の
役割の評価に加えて、経済の情報構造に注目
し、不確実性やニュースに起因する経済変動
も考察する。また DSGE モデル等の特徴であ
る経済変動の共通ショック要因とその動学
的特性に留意した分析を行う。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は計量経済学の方法論を提案する部
分と政策の評価に有益なマクロ動学モデル
を開発し、実際のデータを用いて推定する実
証分析の部分の 2つから構成されている。 
 まず、計量経済学の方法論の研究では、マ
クロモデル推定時のいくつかの事前検定を
提案し、その利点を検討する。マクロ経済変
数の共変動を引き起こす共通構造ショック
の抽出に応用可能な、動学的因子モデルの共
通因子の持続性推定量の推定精度を高める
方法を検討する。関連して動学パネルデータ
を用いてモデルの特定化の誤りの少ない多
変量自己回帰モデルを推定するための条件
やその検定統計量の性質を確認する。またマ
クロ経済変数の確率トレンド及び確定トレ
ンド除去に関して、非線形を考慮した複数の
方法を開発する。さらに、ベイズ統計と頻度
論統計のモデル選択の方法論の比較検討を
行う。ベイズ統計のアプローチとの比較のた
め準限界尤度による選択基準がマクロ経済

モデル選択の一致性を持つための条件を導
出する。特に DSGE モデルの構造母数に関し
て、（１）強識別の場合、（２）弱識別の場合、
（３）部分識別の場合のそれぞれの条件が導
出する。さらに、比較する候補モデルに関し
ては（１）入れ子型、（２）非入れ子型、（３）
重複型の３つの場合の条件を導出する。中央
銀行が金利を操作する基本的な３方程式ニ
ューケインジアン・モデルから発生させたモ
ンテカルロ実験データを用いて手法の有用
性も評価する。 
 次に本研究の 2つ目の柱である新しいマク
ロ動学モデルの開発とデータを用いた実証
分析を行う。まず、マクロ動学モデルと整合
的なトレンド・サイクル分解を各国のデータ
を用いて再検討する。さらにトレンド・イン
フレ率が正であるときの閉鎖経済型のニュ
ーケインジアン・モデルの重要な構成要素で
あるニューケインジアン・フィリップス曲線
を導出し、複数の特定化を検討する。また、
情報構造の異質性に着目したマクロモデル
の有効性を個別財価格データから検討する。
具体的には異なる地域の財価格差の調整速
度が地域間の距離が離れているほど遅い現
象を、需要ショックに関する情報の精度が地
域間で異なる場合と整合的であることを確
認する。また労働市場にも着目し、正規労働
者とパートタイム労働者の 2部門労働市場内
のサーチ・マッチングモデルに粘着賃金を組
み込んだモデルを開発し推定する。粘着賃金
が存在する開放経済マクロモデルも開発す
る。 
 
４．研究成果 
 

マクロ経済変数の共変動を引き起こす共
通構造ショックの抽出に応用可能な、動学因
子モデルの共通因子の持続性推定量の推定
精度を高める新しいブートストラップ法の
研究論文は査読付き国際学術誌(Econometric 
Reviews)に採択された。動学パネルデータを
用いたマクロ経済の方法論の研究成果論文
も 査 読 付 き 国 際 学 術 誌 (Journal of 
Econometrics)に採択された。採択された論文
では、データの動学構造が事前にわからない
場合でも、時間方向に十分サンプルサイズを
確保できれば、モデルの特定化の誤りを避け
たマクロ経済分析が可能であることが示さ
れており、その利点から生じるバイアスを軽
減する方法も提案されている。この手法の応
用例として、異なる地域の価格差の調整構造
が分析された。またマクロ経済変数の確率ト
レンド及び確定トレンド除去に関して、非線
形を考慮した複数の方法は 1本が査読付き国
際学術誌(International Economics Review)で刊
行され、他の 1 本は査読付き国際学術誌
(Oxford Bulletin of Economics and Statistics)に
採択された。準限界尤度を用いた選択基準を



提案した論文は複数の国際学会上(2014 Asian 
Meetings of Econometric Society 等)で報告され
た。 

マクロ動学モデルと整合的なトレンド・サ
イクル分解を各国のデータを用いて再検討
した研究論文は査読付き国際学術誌上
(Canadian Journal of Economics)で発表された。
閉鎖経済型のニューケインジアン・フィリッ
プス曲線を導出し、推定した実証分析の論文
は 国 際 学 会 (Fall 2016 Midwest 
Macroeconomics Meetings)で報告された。また、
情報構造の異質性に着目したマクロモデル
を個別財価格データから検討する実証分析
の成果は査読付き国際学術誌 (Journal of 
Monetary Economics)で発表された。正規労働
者とパートタイム労働者の 2部門労働市場内
のサーチ・マッチングモデルに粘着賃金を組
み込んだモデルの実証分析の研究成果は国
際学会 (2016 Asian Meeting of the Econometric 
Society)で報告された。粘着賃金が存在する開
放経済マクロモデルの研究成果は査読付き
国際学術誌(Economics Letters)で発表された。 
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